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ワ タ ナ ベ コ マ ユ バ チ に つ い て

安 松 京 三 ・ 黒 子 浩

The occurrence of Mesocoelus philippinensis Muesebeck 

           in Japan (Hym., Braconidae) 

        Keizo Yasumatsu and Hiroshi Kuroko

黒 子 は1955年6月17日 に,九 州 大 学 彦 山 生 物 学 研 究 所 に於 て,Lyoniaelliptica

Okuyamaネ ジ キに 潜 葉 す るGracilariidaeホ ソガ科 の1種Acrocercopstransecta

Meyrickの 幼 虫 か ら,4頭 の珍 らし い寄 生 蜂 を羽 化 させ る こ とが 出来 た.そ の当 時,安 松

は,こ の寄 生 蜂(コ マ ユ バ チ科 の1種)の 同定 に 非 常 に 困 難 を 感 じた ま ま 数ヶ月 を 過 した

が,1956年 に 幸 に も 渡 米 の機 に 恵 まれ た の で,そ の 中 の2頭 の 標 本 を持 参 して渡 米 し,

Washington,D.C.のU.S.NationalMuseumで この 類 研 究 の 権 威 者Mr.C.F.W.

Muesebeckの 御 援 助 を得 て,こ の コマ ユ バ チ の1種 は 同氏 が1932年 にPhilipPinesか ら

記 載 したMesocoelusphilippinensisMuesebeckで あ る こ とが 明 か に な つ た.MESO-

coelusSchulzは コマ ユ バ チ 科 の 中で も 極 め て 珍 らしい 属 で,創 設 以 来Microgaster-

inaeに 入 れ られ て い たが,1932年Mr.Muesebeckに よつ てBraconinaeの 中 に 含 ま

せ るの が正 しい と され た.安 松 の知 る限 りで は,現 在 ま で に,こ の属 の もの は世 界 に僅 か4

種 が発 見 され て い るに 過 ぎ な い.即 ちMesocoeluslaevipes(Ashmead)がSt.Vincent

か ら,M..acrocercopisMuesebeckがCubaか ら,M.philippinensisMuesebeck

がPhilipPinesか ら,M.bequaerti(Brues)がLiberiaか ら知 られ て い る のみ で,ア

メ リカ大 陸,ア ジア 大 陸,ヨ ー ロッ パ 大 陸,濠 洲 等 か らは未 だ1種 も発 見 され て い な い.

勿 論Mesocoelus属 は 日本 か ら も未 記録 で あ つ た の で,黒 子 の 彦 山 か らの発 見 は,こ の類

の分 布学上 か ら興 味 深 い資 料 を 提 供 す る もの と思 わ れ る.

こ こにM..philippinensisMuesebeckを 記 録 す る に当 り,日 本 産 の 標 本 と模 式 標 本 と

を比 較 し同 定 の 労 を 執 られ たMr.C.F.W.Muesebeckに 深 い謝 意 を表 した い.叉,こ

の 珍 ら しい コ マユ バ チ の 和 名 として は,本 邦 に於 け る コマ ユ バ チ科 研 究 の権 威 者 で あ る北

海 道 大学 の渡 辺 千 尚博 士 に 敬 意 を 表 す る意味 か ら ワ タナ ベ コマ ユ バ チ とい う新 和 名 を提 唱

した い.

          Mesocoelus  philippinensis Muesebeck 

1932 Mesocoelus philippinensis Muesebeck, Proc. Biol. Soc. Washing-

     ton, 45 : 230, .Y. d (Luzon and Sibuyan, Philippines).

雌.体 は黒色.触 角は僅かに褐色味をおびる.前 ・中脚の基節先半部,転 節,腿 節,脛 節

及び鮒節は褐色叉は淡褐色 前 ・中脚の鮒節第5環 節は黒褐色.後 脚基節の先端部,転 節,

腿節の両端部及び脛節の基部は褐色乃至淡褐色,肩 板は褐色,翅 脈は黒褐色.



頭 部 は これ を前 面 か ら見 れ ば,そ の幅 は 長 さ よ りも遙 か に大 き い が,長 さ の2倍 よ りは 狭

い.複 眼 の両 内縁 線 は互 に平 行.Anteriortentorialpitsの 附 近 は 顕 著 に凹 む ・触 角 は

24環 節 か らな り,顔 面 の 上半 部 の 中央 部 に挿 入,柄 節 か ら第4環 節 まで の 各節 の長 さ の比

は4.5:3:6:5.5.頭 部 を側 面 か ら見れ ば,頬 は極 め て短 か い.単 眼3個 は 正 三 角 形 に近

い鋭 角 三 角 形 を形 成 す る.POL:00L-3:4.

胸 部 の幅 は 頭 部 の それ とほぼ 相 等 しい.胸 部 は比 較 的 に細 長 い.Prescutalsuturesは

顕 著 で,左 右 そ れ ぞ れ 中胸 背 板 の後 方 か ら1/4の 距 離 の部 分 で合 流 す る ・Prepectusは 縁

ど られ る.中 胸 楯 板 は 後 半 部 僅 か に 隆 起 す る.前 伸 腹 節 は 中胸 背 板 と等 長 で 表 面 に は隆 起

も溝 も な い.

腹 部 の最 大 幅(第2背 板 の 後 縁)は 胸 部 の幅 の1/2よ りも僅 か に大,第1背 板 の 長 さは

そ の 幅 の2倍 に 等 し く,両 側 は 後 方 に 向 つ て僅 か に 発 散 す る.第2背 板 は 長 さ と幅 相 等 し

く,両 側 は後 方 に 向 つ て僅 か に発 散 す る.第1背 板 と第2背 板 との長 さの 比 は3:2・ 第3

背 板 は 第2背 板 の 長 さ の1/2よ りも少 し長 い.産 卵 管 鞘は 後 脚 脛 節 よ りも 少 し長 く,腹 部

の長 さ とほ ぼ 等 し く突 出す る.

翅 は 細 長 く,前 翅 の 長 さは体 長 に ほ ぼ 等 しい.翅 脈 は 簡 単 で,pterostigmaは 特 に大 き

く図示 の よ うで あ る.

後 脚 は 前 ・中脚 に 比 して 顕 著 に 長 大,そ の 基節 は特 に 膨 大 し,そ の長 さ は 中 胸 楯板 と前 伸

腹 節 の長 さ の和 に等 し く,外 面 か ら見 れ ぽ そ の最 大 幅(基 部 近 く)は そ の 長 さの ユ/2よ り

も僅 か に小 で,先 端 に 向 つ て細 ま る.基 節 と第1腹 背 板 との 長 さの比 は4:3.転 節 は極

め て細 長 く,基 節 よ りも僅 か に短 い.腿 節 は 基節 よ りも少 し長 く,両 者 の長 さの比 は4:5・

脛 節 は長 く,基 節 の長 さ の約2倍,転 節 と腿 節 の長 さの和 よ りも少 し短 い.闘 節 第1節 は 基

節 と等 長 で,第2・ 第3両 附節 の和 よ りも少 し長 い.内 側 の脛 節 距 は 第1腹 背 板 と等 長,外

側 のそ れ は 内側 の距 の1/2よ りも短 い.

顔 面 には 浅 く明 か な 点刻 を有 し,光 沢 は 少 い.胸 部 は 細 く鮫 皮 膚 状 で光 沢 を欠 くが,そ の

微 細 彫刻 は 前 伸 腹 節 及 び後 胸側 板 ヒで は や や粗 で あ る.中 胸 側 板上 の 溝 に は 小 点 刻 列 が あ

る.腹 部 第1背 板 に は 多 くの縦 走 細 条 を 装 うが,そ れ らは 後 縁 に 向 つ て微 弱 とな り,後 縁 は

滑 か で あ る.後 脚 脛 節 及び 後 脚 闘節 第1環 節 面 に は特 に顕 著 な 黒 色 剛 毛 を密 生 す る.

体 長:約3.5mm.

産 地:豊 前 国彦 山,4♀ ♀,17.VI.1955,黒 子 浩 に よつ てLyoniacllipticaOkuyama

ネ ジキ の葉 に 潜 るGracilariidaeホ ソガ科 のAcrocercopstransectaMeyrickの 幼 虫

か ら羽 化 させ られ た もの.

分 布:日 本(彦 山),ブ イ リピン 群 島(Mt.MaquilingandLosBanos,Luzon;

Sibuyan).

本属 の コマ ユ バチ で 寄 主 の知 られ て い る もの は僅 か にM.acrocercopisMuesebeck

1種 で,本 種 も ワ タナ ベ コマ ユ バ チ と同様 にAcrocercops属 の 寄 生 蜂 であ る こ とは 興 味

深 い.然 しMesocoelus属 の寄 生 蜂 が そ の寄 主 をAcrocercops属 の蛾 の幼 虫 に 限 る も

の であ るか ど うか に つ い ては 勿 論 今 後 の研 究 に期 待 せ ね ば な らな い,



 Summary 

   Both the genus Mesocoelus and the species M. philippinensis Muesebeck 

have hitherto been unrecorded from Japan. The junior author reared four 

specimens of this very rare and remarkable species from the larvae of Acro-

cercops transecta Meyrick (Gracilariidae), a leaf miner of Lyonia elliptica 

Okuyama, on June 17th, 1955, at Hikosan. Kyushu, Japan. The species was 

kindly determined by Mr. Muesebeck while the senior author was in the U. S. 

National Museum in 1956. The occurrence of this genus and species in Japan 

is of special interest from the zoogeographical point of view.



第15図 版 説 明

 Mesocoelus philippinensis Muesebeck

A.♀ 全 形 図(村 上 陽 三 氏描 く)(Female).

B.前 翅pterostigma附 近 の 部分 図(Pterostigma)(安 松 描 く).

C.左 側 後脚 を外 側 か ら見 た 図(Left-handhindleg)(同 上)・
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